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１．はじめに 
幼稚園教諭や保育士（以下「保育者」という）が実践する音楽は、表現活動の一つに位
置づけられる。とりわけ、保育者の実践で多用されるピアノは、一般的なピアノ伴奏とは
異なり、「弾き歌い」技能の習得が重視される。 
筆者が勤務する作新学院大学女子短期大学部（以下「本学」という）では、学生一人ひ
とりのピアノ技能向上を図るため、ピアノの個人レッスンを重視している。具体的には、
1 年次の「音楽Ⅲ」、2 年次の「音楽Ⅳ」で個人レッスンの授業（それぞれ週 1 回の開講科
目）を実施している。「音楽Ⅲ」「音楽Ⅳ」の授業時間は 90 分であり、原則として各学年
に 12 クラスが設置される。平成 29 年度の場合、「音楽Ⅲ」を受講する 1 学年 136 名、「音
楽Ⅳ」を受講する 2 学年 137 名に対して、各科目で 12 名の科目担当教員が個人レッスン
を分担する。その結果、学生一人あたりの個人レッスンは約 15 分である。 
さらに本学では、読譜に難があり、1 曲の習得に時間を要することが想定される学生は
「ゆとりクラス」に配属され、読譜に特段の支障はなく、標準的な期間で習得が可能と考
えられる学生は「通常クラス」に配属される。このような少人数教育は、各学生の習熟度
に合わせた指導が可能となり、一定の成果を上げている。しかしながら、「弾き歌い」技能
を習得するための個人レッスンは、限られた時間（約 15 分）で指導しなければならない。
このため、科目担当教員は、限られた時間内で「弾き歌い」技能の習得をいかに効率良く
進めていくかが重要となる。 
そこで本稿は、「音楽Ⅲ」「音楽Ⅳ」の授業における実践報告を通じて、浮き上がった課
題を見直し、改善策を検討する。 
 
２．「ゆとりクラス」における効果的な指導法 
 「ゆとりクラス」の学生にとって、初めに問題となるのは読譜である。全ての階名を文
字に直して譜面上に記すと、ピアノを演奏する際の目線が、音符より文字に向けられる傾
向がある。そのため、練習していても、楽譜から直接的に音を読み取ることが容易ではな
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くなる。その解決策として、指の動きを直感的に把握し、鍵盤上での表現を可能にするこ
とで、学生にとって読譜が容易になる。そこで本学の学生には、階名を連想させる色で音
とコードに彩色を施し、学生が楽譜を視覚的に捉える学習方法により、指導を行った。特
に本学の学生は、主に初歩的なコードを使用するため、単純な色分けが効果的である。 
 
 
 
表１ 階名の色とその覚え方 
 色 覚え方 
Ｃ （ド） 赤 レッドのド 
Ｄ （レ） 黄 レモンのレ 
Ｅ （ミ） 緑 緑のミ 
Ｆ（ファ） 橙 ファイヤー（炎）のファ 
Ｇ （ソ） 青 空のソ 
Ａ （ラ） 紫 ラベンダーのラ 
Ｂ （シ） 白 白のシ 
注：（ ）内はコードの根音を示す。 
                          
 次に、筆者は基音から次の音への移行の方向を線や           
矢印を用いることで理解しやすいものとする教授法を （線→間→線） 
以下のように考案した。               譜例１ 順次進行   隣り合った鍵盤 
①図 1 のように、音が五線譜上の線→間→線へと示   
された場合、順次進行と解し、上行している際、運指   
は基音の右隣の鍵盤へと移行し、下降している際は、   
基音の左隣の鍵盤へと移行する。                     （線→線） 
②図 2 のように、音が五線譜上の線→線または間→  
間へと示された場合、3 度の跳躍進行と解し、運指は            （間→間） 
基音から鍵盤を一つ跳び越えて移行する。 ３度の跳躍・一つ跳び 
③図 3 のように、譜面上の 2 つ以上の音を同時に打  
鍵するとき、各声部の音の進行が同時に等間隔で、同                  
方向に示された場合を平行進行と解し、隣接した鍵盤  
へ同時に同方向へ指を移行する。また、等間隔の 3 度 
以上の跳躍が見られた場合、鍵盤は等間隔の同方向へ 
指を移行する。  
図 1  ［順次進行］ 
図 2  ［跳躍進行］ 
図 3  ［平行進行］ 
同時に同じ方向 
へ移動（隣接） 
（跳躍） 
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④図 4 のように音が譜面上で同時に等間隔に反対の方            
向へ示された場合、反進行と解し、鍵盤上でも各声部 
の基音から反対方向へ等間隔に離れていくように、ま 
た、近づいていくように指を移行する。 
⑤図 5 は譜面上の和音を物の形として捉えたものであ 
る。主に主和音として用いられる 3 度ずつ解離した和音 
は「だんご三兄弟」と称し、鍵盤上では一つ跳びに指を 
置き、同時に打鍵する。一方、隣接した二つの音を用い        
た和音は「双葉（葉っぱ）」と称し、鍵盤上は、隣り合っ 
た 2 音に指を置き、同時に打鍵する。  
 一般的なピアノ曲などを演奏する場合、音の跳躍が  
激しく、このような方法は困難である。しかし、幼児  
のための歌曲の特徴として、音間の大きな跳躍は少な  
い。高倉・清水（1995）は、幼児に主に歌われてい 
る歌曲を 30 曲抽出し、分析をおこなった。その結果、 
上記の 30 曲で最も多い音域は、一点ハ音から二点ハ 
音の１オクターブであった。この特徴は、幼児の声域 
が成人のそれと比較し、狭いためと考える。幼児の声 
域と成人の声域を分析した切替・沢島（1968）は、成 
人の声域と異なり、幼児の声域は 1 オクターブ程度で 
あることを解明した（図６）。したがって、幼児のため 
の歌曲に音の大きな跳躍が少ない理由の一つは、幼児 
の声域（1 オクターブ程度）と関連している。 
 さらに筆者は、コードの移行を視覚的に理解できる 
方法として、譜面上に矢印等を記載した。（図 7～10） 
注）便宜上、各コードの３音を下から下音、中音、上音とする。  
 図 7 は基本形からⅣ２へと移行であるが、下音は変わ 
ることなく中音と上音が平行に１音上昇している。鍵盤 
上では、下音の左手の小指を軸として、その上の 2 音が 
右隣へ移行する。その際、中音の運指が中指から人差し 
指へと変わる。                  
 図 8 は基本形からⅤ１への移行であるが、上音は変化 
せず、中音と下音が平行に１音下降している。鍵盤上で 
は、上音の左手の親指を軸に下 2 音が左隣へと移行する。 
その際、運指は基本形と同じ形をとる。 
図 4  ［反進行］ 
同時に反対の方向 
へ移動（離れる） 
（近づく） 
「だんご三兄弟」は 
基本形（１つ跳び） 
「双葉（葉っぱ）」は 
隣接した音 
図 5  ［和音の形状ごとの呼び方］ 
図 6  幼児と成人の声域 
（切替・沢島 1968:57） 
図 7  ［基本形からⅣ２への移行］ 
図 8  ［基本形からⅤ１への移行］ 
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 図 9 は基本形からⅤ７１への移行であるが、上音が変わるこ 
となく、中音と上音は前述した「双葉」の形となり、下音は 
１音下降している。鍵盤上では、上音の左手の親指を軸に中 
音はこの親指の隣へ移行し、下音は左隣の鍵盤へ移行する。 
その時の運指は中音が中指から人差し指に変わる。 
 図 10 はⅣ２からⅤ７１への移行である。中音は変わることな 
く、上音、下音が平行に１音下降している。鍵盤上では、中音 
の左手の人差し指を軸として、下音の小指と上音の親指がとも 
に左隣へと移行する。 
このように「ゆとりクラス」の個人レッスンでは、色分けや矢印等による視覚的・直観
的な教授法を導入し、限られた時間（約 20 分）で学習効果の高い指導をおこなっている。 
 
３．「通常クラス」における指導法 
(１)「通常クラス」における実情 
「弾き歌い」を指導するうえで、基盤となるのはピアノ演奏である。学生がピアノ経験
者である場合、習熟度に個人差はあるものの、独力で読譜を行い、課題曲を自主練習する
ことにより、ある程度仕上げた状態でレッスンに臨むことが可能である。そして、レッス
ンにおいては、担当教員による音やリズムの修正、演奏をしやすくするための指使いの提
案、更には楽曲に相応しいテンポ、歌唱及び表現方法等の指導を通して、学生は最終的に
「弾き歌い」課題曲の習得に至るのである。 
しかしながら、学生がピアノ初心者である場合、レッスンの進め方は違ってくる。初心
者の多くは、楽譜への理解度が低く、独力での読譜が困難であるため、前述のとおり「ゆ
とりクラス」に振り分けられる。しかし、「通常クラス」においても、読譜力に乏しく、課
題曲の習得に多くの時間を費やす初心者は少なからず在籍している状況にある。 
 
(２)ピアノ初心者における有効的な読譜の方法 
ピアノ初心者に対して効率的な指導をおこなううえで、レッスンの進め方として最初に
実施すべきこととして読譜の補助がある。学生が課題曲に取り組む際、第一段階として読
譜をおこなうことになるが、初心者はこの読譜がままならず、ピアノの演奏技術を高める
前段階で、すでに多くの時間を費やしてしまう傾向にある。そこで、筆者は、ピアノ初心
者が効率的にピアノの練習が出来るよう、レッスンにおいて、読譜の補助及び基礎的な練
習方法として、次の①から⑤の指導をおこなっている。 
 
① 音部記号、調性、拍子について 
・読譜の最初の段階から、楽曲の調性、拍子等を常に意識させる。 
図 9   
［基本形からⅤ７１への移行］ 
図 10   
［Ⅳ２からⅤ７１への移行］ 
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・弾き始めの音の高さを確認させる。 
② 指使いについて 
・ピアノ初心者が音の動きに合わせた適切な指使いを考えることは大変困難な作業で
あるため、学生に課題曲を取り組ませる際、教員が予め楽譜上の音符の上に指番号
を記入している。 
・指使いに関しては、最初は音の動きに応じて最適と考えられる１パターンのみの指
使いを提案する。学生が少しずつピアノを弾くことに慣れてきた段階で、適当な指
使いが数種類考えられる場合は、２パターン以上を提案し、選択させることもおこ
なっている。 
学生に選択させることは、実際に何とおりかの指使いを経験（練習）させることになり、
より演奏しやすい指使いを自ら考えさせる機会となる。この経験は、今後、学生が独力で
この作業を可能にすることに繋がっていくものと考える。 
③ リズムについて 
・複雑なリズム、誤りやすいリズムについては、以下のリズム練習を行わせている。 
【リズム練習】 ①拍子に合わせてリズム読み※をする 
②拍子に合わせて（リズム読みをしながら）リズムをたたく 
※リズム読み…音符をことばで表現する 
（例）ｳﾝ ﾀﾝ ﾀﾝ、ﾀﾝ ﾀﾀ ﾀﾝ など 
④ コードについて 
・コードつきメロディ譜の場合、左手で演奏すべきコードの構成音を五線譜上に記入
させる。（和音の指使いにも記入） 
・大譜表で書かれた譜面の場合は、左手の伴奏の鍵盤上の移動をより少なくするため、
コードのポジションを変更するなど、より初心者が弾きやすくなるようにする。 
⑤ 練習方法（右手メロディ、左手伴奏による楽譜の場合） 
<１>右手のメロディを練習する 
<２>左手の伴奏部分を練習する 
<３>右手（メロディ）と左手（伴奏）を合わせた練習をする（両手奏） 
・上記<１>から<３>の流れで練習し、特に難しい部分の反復練習は<１>、<２>、 
<３>のどの段階でもおこなう。 
・<３>の両手奏がスムーズになるまでに時間を要する学生が多いため、片手奏の段階
から右手のメロディを弾きながら歌う練習をさせる。 
・また、<３>の両手奏に入る前の段階で、学生には右手のメロディを、教員が左手の
伴奏部分を弾き、両者が合わせることにより、両手奏になった時の響きを確認させ
る。 
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上述のように、読譜の段階で躓きがちな初心者に対しては、①から④までの読譜の手助
けとなる指導を行い、⑤の基本的な練習方法に加え、学生の習熟度に合わせて、適切な練
習方法を提示していくことで、学生は効率的な練習方法を身に付け、技術向上に繋がって
いくものと考える。 
 
(３) レガート奏法とノンレガート奏法の利用 
楽譜に記されていることを忠実に再現するためには、まずこの２つの奏法の違いを理解
しなければならない。 
初めに筆者は「よく音を聴くように」と指示し、弾いた音が減衰する楽器であるピアノ
の仕組みを利用した試みをおこなっている。それは鍵盤を押した際、響いた音を確認した
うえで、その音が消える瞬間までを注意深く聴いてもらうというものである。音が鳴って
から消えるまでに少しずつ音量が減少していく様子に耳を傾けながら、指の重心を次の音
へ移動させることで、次の音に対する注意が促される。これにより、前後の音をつなげる
だけでなく指の都合で自分の意思とは無関係につけてしまうような不自然な「アクセント」
を回避することにつながり、滑らかに弾くレガート奏法に役立っている。 
レガート奏法を理解させたうえで、今度はフレーズという旋律のまとまりを楽譜から読
み取る指導をおこなっている。旋律からフレーズを感じ取ることが困難な学生にとって「弾
き歌い」の要となる「歌詞」に着目し、言葉のイントネーションや意味合いによりフレー
ズを区別することは分かりやすく、抑揚表現を指導する際の重要なプロセスになっている。   
また、「弾き歌い」の練習に伴い「ブレス」をおこなう箇所を検討することは、より自然
なメロディーラインを導くことにつながることから筆者の担当クラスでは、予習をする段
階でブレスの箇所を決めておくことを義務付けており、楽譜に記しておくよう指示してい
る。 
レガート奏法に対し、ノンレガート奏法は、各音の間に僅かな切れ目をもたらす奏法で
あるため、レガート奏法にはない「音の無い瞬間」が生まれる。それを認識させ、演奏に
生かすことを目的に筆者は学生に対して次のような例を挙げ、説明している。 
①メトロノームでテンポを自由に設定し、それに合わせて一定の大きさや長さを保ちなが
らノンレガートで弾く。 
②上記①の弾き方にクレッシェンドとデクレッシェンドを用いて弾く。 
なお、①はノンレガートによるテンポの乱れを防ぎ、②は、段階を踏みながら、徐々に
音量を調節することで、僅かな切れ目を伴うノンレガート奏法の音の隔たりを認識させ考
えるきっかけを与える。 
 
(４)指使いの修正 
学生が抱えている問題の 1 つに指使いの誤りがある。何度もミスを繰り返してしまう場
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合は指使いを見直す必要があり、それは早く上達するための近道と言える。ところが、音
符やリズムに比べ、見過ごされてしまうことが多いのが現状である。そこで、改めて問題
点と対策を幾つか挙げる。 
◎問題点 
・無理な指使いのまま弾き続けようとする。 
・その場凌ぎの指使いであるため、どの指で弾いていたかを覚えていない。 
・曲の途中から弾くことができない。 
◎対策 
・同じミスを何度も繰り返してしまう場合、まず指使いを見直す。 
・練習をする際、検討した指使いは忘れずに楽譜に書き込む。 
・授業で習った指使いを定着させるため、反復練習をおこなう。 
・よりスムーズな指使いを身に付けるため、予習の中に毎日の「音階」の練習を取り入れ
る。 
「音階」の練習は、筆者主宰のピアノ教室で曲と併用しておこなっており、指使いを学
ぶ基本となっている。その利点として次のようなものが挙げられる。 
・テンポを上げるための練習に、親指のスムーズな動きが求められることから、曲の中で
は気付かれにくい親指の使い方を見直すことにつながっている。 
・音階で身に付いた指使いが、そのまま曲の中で生かされるケースが多い。(音階の上行形
や下行形に似たパッセージ等) 
 
(５)「調性」感覚を養う 
曲調表現において肝心な「調」を理解できていない学生が見受けられる中、伴奏形に使
われる和声進行の理解を深めるためにも指使いの学びと同様、音階から「カデンツ」まで
を弾く練習をすることが望まれる。そうすることで、「調」の特徴である調号の再確認がで
き、譜読みで見落としがちなシャープやフラット、ナチュラルから生じる音の誤りを防ぐ
ことができるようになる。よって、「音階」と「カデンツ」を取り入れながら、レッスンを
進めていくことが望ましいと考える。 
 
４．「弾き歌い」における音楽表現指導法 
幼稚園・保育所等において、音楽は保育活動と密接な関わりをもっている。登園後の朝
の歌に始まり、昼食前のお弁当の歌、お昼寝時のゆりかごの歌、降園時のお帰りの歌など、
幼児に次は何をすべきなのかを示唆する重要な役割を担っている。また、表 2 に示すとお
り、年間のピアノ伴奏曲は保育行事や季節を感じさせるものである。そのため、状況や曲
想に応じて、適切なテンポで弾けるよう指導しなければならない。とりわけ、「弾き歌い」
のテンポ感は歌いやすさに影響するため、状況に応じたテンポを設定することが大切であ
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る。そこで学生に新しい曲を教える時は、テンポをゆっくりと設定し、複雑なリズムは教
員が演奏し、理解を促している。また、理論上の音価の長さの確認をおこなうことにより、
リズムを正しくとらえる工夫をおこなっている。 
 幼稚園・保育所等で演奏されるピアノは、幼児の感性に直接働きかけるものであり、音
楽的かつ表情豊かであることが望ましい。そのため、学生の演奏表現の幅を広げるよう指
導をおこなっている。 
例として、図 11 を参考に“大きなたいこ“における表現指導について解説する。 
“おおきなたいこ ドーンドーン“の歌詞のメロディは、フォルテで強く奏し、歌も大きな
声で歌う。“ちいさなたいこ トントントン“の歌詞のメロディは、弱く演奏し、歌も小さ
な声で歌う。強弱やスラー、 
スタッカート、クレッシェンド 
といった音楽表記を明確に表現 
する事により、質の高い音楽的 
な演奏ができるようになる。     
 また、ペダルを用いた演奏は、 
曲の滑らかさや叙情表現、リズ 
ム感、躍動感等、曲想に広がり 
を与え、豊かな演奏表現が可能 
となる。演奏に余裕のある学生 
には、ペダルを入れての演奏指 
導により、質の高い演奏表現が 
できるよう導いている。 
幼稚園・保育所等で、このような音楽的な演奏に日常的に触れることにより、自然と幼
児の美的感覚や創造性といった音楽的感性を育てることができる。 
「弾き歌い」の授業は、図 12 に示す指導内容をもとにおこなっている。また、学生個
人の技能習得能力や自己練習の度合い、得意、不得意等を考慮しながら、この手順を前後
したり、同時進行しながら、授業を進めている。ピアノ奏法の詳細は、前節で言及したた
め、割愛し、歌唱法と弾き歌いの指導について述べる。歌唱法の指導のポイントは、以下
のとおりである。 
・歌詞が正しく発音されているか。 
・正しい音程で歌われているか。 
・曲の抑揚を捉えて表現がなされているか。 
・曲のクライマックスに向けて高まりをみせているか。 
 幼稚園・保育所等で、幼児に教える歌は、季節や保育行事そのものを表現したり、メッ
セージを発するものであり、歌唱において、歌詞の持つ役割は大きい。幼児に、必要に応
 
図 11  
－ 75 －
教職実践センター研究紀要  第6号  2018年2月
作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部
じて曲の誕生エピソードや歌詞の意味を伝えることは、曲のイメージを膨らませ、自発的
な感情表現を得ることにも繋がる。そこで、学生にも作曲者の意図する内容を理解するよ
う促している。 
実際の歌唱のレッスンでは、学生の大半は、声が小さく、発音がはっきりしていないた
め、歌詞が聞き取りにくい。歌詞をしっかり伝えるため、いかに口を開けて、正しい発声
で歌えるかが大事な要素となる。必要に応じて筆者が伴奏し、学生が立って歌い、いかに
歌を主体とした表現ができているかという試みもおこなっている。その後は、曲の山、ク
ライマックスにあたる部分はどこなのかを探り、歌もピアノもクライマックスに向けて、
高揚しながら表現するよう指導している。 
 ピアノ奏法と歌唱法を習得した学生は、「弾き歌い」のレッスンに入る。ここで、幼児に
歌を教える時に大切なことは、幼児が心の発するまま、存分に声をだして、のびのびと楽
しく歌えるよう誘導することである。伴奏者は、伴奏のみに注力するのではなく、演奏中
も園児の表情、姿勢を観察し、適切なフィードバックを行わなくてはならない。そのため、
伴奏者は、暗譜で「弾き歌い」ができるレベルまで、習熟することを求められている。 
実際、学内試験の際に、グレード表に応じて１～３曲程度、暗譜で「弾き歌い」ができ
るよう準備しなければならない。「音楽Ⅲ」では、年間６回の試験で、15 曲程度、また、
「音楽Ⅳ」では、年間４回の試験で、10 曲程度、暗譜するカリキュラムとなっている。 
暗譜をしやすくする方法の一つに、曲の構成を理解する方法がある。一般的な童謡は、
単純な構成で、作曲されていることが多いことから、曲の構成を把握し、楽曲を分析する
事により、暗譜がしやすくなる。 
 
表 2 年間を通しての演奏曲例［定例保育・保育行事における季節の歌］ 
 
次に幼稚園・保育所等を想定しての演奏であるが、幾つかのポイントがある。まず、「弾
き歌い」では、幼児がどのタイミングで歌い出すか、明確な示唆が必要であり、「サンハイ」
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
ちょうちょう 
ちゅうりっぷ 
お母さん 
こいのぼり 
時計のうた 
かたつむり 
たなばたさま 
水あそび 
海 
うみのそこに
はあおいうち 
とんぼのめが
ね 
虫の声 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
運動会 
どんぐりころ 
ころ 
たきび 
北風小僧の 
寒太郎 
きよしこの夜 
あわてんぼう
のサンタクロ
ース 
雪 
雪のペンキや 
さん 
豆まき 
うれしい 
ひなまつり 
春がきた 
おもいでの 
アルバム 
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の掛声をかけて歌うよう指示している。たとえば、①前奏（一般に 4 小節又は 2 小節）を
弾く、②歌う１小節前に「サンハイ」の合図をする、③歌い出すという手順である。 
慣れない学生は、最初、「サンハイ」を言うタイミングに戸惑うが、次第に適切なタイミ
ングで言う事が可能になってくる。また、歌とピアノのバランスに留意し、ピアノ伴奏に
のせて、歌唱表現が際立つよう指導している。 
最後に、幼児に聴かせる音楽は、CD の活用も時には必要であるが、感情に直接訴えか
ける生の演奏がより効果的であると考える。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．課題と改善策 
以上の実践報告を通して浮き上がった２つの課題に対して改善策を検討してみたい。第
一の課題は、前述のとおり（「1.はじめに」を参照）、「通常クラス」は、標準的な期間で曲
の習得が見込まれるクラスであるが、実際上、ピアノの学習歴が相対的に浅い学生も含ま
図 12 「弾き歌い」における指導内容 
右手：メロディ（伴奏）・指使い・リズム 
↓ 
左手：伴奏（メロディ）・指使い・ 
コード表記・リズム 
↓ 
両手奏：左右のバランス 
↓ 
音楽表現：テンポ・強弱・楽語・ニュアンス 
↓ 
ペダリング 
発声方法：声の出し方 
↓ 
メロディ：音程 
↓ 
歌詞：発音 
↓ 
歌唱力：クライマックス・抑揚 
↓ 
曲の誕生エピソード：歌詞の意味 
ピアノ＆歌とのバランス 
↓ 
構成力 
↓ 
暗譜 
↓ 
幼稚園・保育所等を想定しての演奏 
歌唱法 ピアノ奏法 
弾き歌い 
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れており、学生間で読譜の理解度や曲の習得時間において、学習の成果が二極化する傾向
にあることである。 
こうした状況は、ピアノの基本的な技能にばらつきがあることに加え、各学生の練習量
の差が加わることによって、技術習得に要する時間の差が更に助長されているのである。 
このような課題への対策として、筆者は、学生の向上心を促進し、自発的な練習時間を
増やす必要があると考える。個人の演奏技能は、練習量によって大きく変わってくるため、
初期の段階で基礎的な演奏技能が相対的に低い学生であっても、相互に刺激を受けること
で、学生同士の練習意欲が高まり、切磋琢磨することにより、クラス全体の演奏技能の底
上げにつながるものと考える。 
このため、授業の指導方法として、定期的にグループレッスンを取り入れることも一案
と考えられる。現状では、１回 90 分の授業で、学生は約 15 分の個人レッスンを得ること
になるが、それ以外の授業時間は、学生の自主管理に委ねられている。そこで、学生の練
習意欲を駆り立てるために、学生に自分のレッスン時間以外の他の学生のレッスン時間に
も参加を求め、他の学生の演奏及び教員による指導を観察し学習させることが有効である
と考える。この方策を通じて学生は自らの弱点を把握しやすく、別の学生が受けた指導を
教訓として読譜の基礎力強化が見込まれ、練習方法の改善等の自己研鑽に結び付けられる
のではないかと思われる。 
また、他の学生のレッスンに参加する学生には、「弾き歌い」における歌唱などの役割を
担わせることにより、90 分の授業時間を十分に活用し、学習の場とさせることができると
考える。 
二つ目の課題として挙げられるのは、授業内容が演奏技術の指導に偏る傾向があり、結
果として、実際の幼稚園・保育所等で必要とされる学生の音楽的表現力を実践的に向上さ
せるための十分な指導時間の確保が難しくなっていることである。 
筆者は、「通常クラス」を担当しており、本クラスでは、学生の多くは、週に１～３曲の
読譜が可能な基礎力を有しているものの、各学生に割り当てられるレッスン時間が一人約
15 分に限られているため、ピアノ演奏に必要な基礎技術や 1 曲を誤りなく、途切れずに演
奏させることに指導の重点を置かざるを得ず、いわゆる「音楽的表現」に関する指導に配
分する時間が不足する傾向にある。 
しかし、保育の第一線に従事する保育者には、幼稚園教育要領及び保育所保育指針に示
されるとおり、幼児が音楽に親しみながら感じたことや考えたことを自分なりに表現する
ことを通して、豊かな感性が育くめるように留意しながら幼児を育成することが求められ
ている。そのため、保育者を目指す学生は、ピアノ演奏技能に加えて、幼児の感性を育ま
せられるよう表現豊かな「弾き歌い」ができる能力を養う必要がある。  
ゆえに、限られた時間の中でこうした「音楽的表現」に関する指導時間を相対的に増加
させる必要があり、学生に予習、復習を定着させることが重要となってくる。学生が向上
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心を持って、自主練習に取り組むことができれば、レッスンの質は自ずと高まり、レッス
ンの多くを占める基礎的な演奏技術の指導に要する時間を縮小できると考えられる。 
したがって、学生がより効果的な自己学習を行えるよう、教員は予習、復習における注
意点として以下のような指導をおこなうことが重要であると考える。 
（ア）読譜の理解度が早い学生に対しては、予習の段階から、以下の事項に特に留意しな
がら練習をおこなうよう促す。 
・ピアノの打鍵は適切な力加減でおこなうこと 
・メロディと伴奏の音のバランスをとること 
・ピアノ演奏及び歌唱では、フレーズに沿った抑揚をつけること 
（イ）読譜の苦手な学生は、運指の適切さに欠ける傾向にあるため、予習の段階で、以下
の事項に特に留意しながら練習をおこなうよう促す。 
・運指の確認を行い、適切な運指による練習 
・苦手な部分の反復練習 
（ウ）「弾き歌い」の練習においては、両手奏の練習は欠かせないが、ピアノ初心者に対し
ては、難易度が高いため、最初の段階では、伴奏を外してピアノのメロディと歌を合わせ
た形で重点的に練習するよう促す。その際、以下の事項に留意させる。 
・適切な大きさの歌声にすること 
・一本調子ではなく歌に抑揚をつけること 
・歌詞に即して表情豊かに歌うこと 
予習、復習においては、このような点を意識して練習を繰り返すことで、その後の両手
奏による「弾き歌い」の習得がより円滑に進むなど学習のステップをよく理解させること
が大切である。 
また、学生間にピアノの基礎的な演奏技術における得手不得手があるため、「通常クラス」
の中で、基本的な演奏技術の向上に重点を置く「基本コース」と既に一定以上の演奏技術
を有し、より「音楽的表現」の習得に重点を置く「表現コース」の２つのコースに分配し
たグループレッスンを加えることも一案ではないかと考える。その目的は、グループレッ
スンにおいて、同レベルの演奏技能を有する学生同士が、相互の演奏を聴き合うことで、
より客観的に自分の反省点や改善点を把握することである。 
以上のような方法により、学生の自発的な練習意欲の向上と練習方法の改善が見込まれ、
ピアノ演奏技能向上に伴う音楽的表現力強化への相乗効果が期待される。 
 
６．おわりに 
本授業は、個人レッスンという形態で授業をおこなうことにより、教員は各学生のピア
ノ演奏技術の習熟度に応じた指導が可能であり、より効果的に読譜及び「弾き歌い」がで
きるよう様々な工夫を凝らし指導をおこなっている。 
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このような取り組みにより、本学における学生の演奏技能は、卒業までに一定の水準に
達することになるが、ピアノは、幼児教育において音楽を通じて表現力を養うための有用
なツールであることを忘れてはならない。限られたレッスン時間の中で、基本的なピアノ
技術の学習から先に進んだ「音楽的表現」に関するレッスンを効率的に行えるよう引き続
き取り組んでいきたい。筆者は、ピアノの学習を通じて、学生が幼児教育における真の保
育者となることを願うばかりである。 
 
 
付記 
 第一筆者（篠崎のぞみ）が「１．はじめに」及び「３．「通常クラス」における指導法」
（３）、（４）、（５），第二筆者（金田初江）が「２．「ゆとりクラス」における効果的な指
導法」，第三筆者（川井理香）が「３．「通常クラス」における指導法」（１）、（２），第四
筆者（小野智恵）が「４．「弾き歌い」における音楽表現指導法」，第五筆者（齊藤亜紀奈）
が「５．課題と対策」及び「６．おわりに」の執筆を担当した。 
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